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令和２年度　

　市長から、令和２年度の決算議案13件（一般会計、特別会計７件、公営企業会計５件）が９月定例会に提出されました。
　市議会では、各常任委員会で９月24日、27日の2日間にわたり慎重に審査し、10月４日の本会議において全て
の決算を認定しました。

自治体の財政状況を判断する指標である、「財政力指数」は１に近いほど財源に余裕があるとされ、前年度より
0.009 ポイント増加し、0.550 となっています。
国が定める健全化判断比率４項目（※）のうち３項目については赤字ではないため算定されず、「実質公債費比率」
については 4.9 ポイントと国の基準の25ポイントを大きく下回り、良好な数値といえます。
これらの数値は、前年度と比較して概ね改善傾向にありますが、「経常収支比率」は 95.5％から 95.7％と悪化
しており、依然として硬直化した財政状況にあると言え、今後も改善の努力が求められます。
※　①実質赤字比率　②連結実質赤字比率　③実質公債費比率　④将来負担比率　の４項目

コロナ禍においても、各地区の特色を活かした事業
に取り組み、地域活性化につながった成功事例もあった。
そこで、事業推進にあたっては市のサポート体制を強
化するとともに、新型コロナウイルス感染症の影響に配
慮しつつ、柔軟かつ的確な対応をすること。
また、補助制度を精査した上で、成功事例について
は全市に取組が広がるような仕組みづくりを検討し、併
せて事業内容の充実を図り、特色あるまちづくりに努め
ること。

市内の各地域においては、公民館単位での自主防災
組織の結成や、地域活性化事業を活用した体制整備な
ど、様々な防災対策の推進が図られている。　　　
しかし、増大している自然災害の脅威に対し、市全体
の防災意識向上と、防災力の強化につなげるべく、行
政として、これらの取組の再点検と総括を行った上で、
防災関連事業の充実を図ること。

常任委員会の審査の結果、本会議における委員長報告の中で、
執行部に対し、次のような意見・要望を行いました。

都城市の令和２年度決算（普通会計）

市債残高（普通会計・市の借金）

歳入額（入ってくるお金）

令和元年度末

歳出額（出て行くお金）

令和２年度の減少額　　　　　　　

黒字額

令和２年度末

1270億1252万円

713億3444万円

1236億3703万円

8億3299万円

33億7549万円

705億145万円

　（万円未満は四捨五入）

　（万円未満は四捨五入）

※普通会計とは…一般会計に整備墓地特別会計を加え、重複する経費を控除したもの

地域活性化事業について 本市の防災対策について

=

=

ー

ー

総務委員会

決算を審査しました！
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都城市立図書館と高城図書館はネットワークでつな
がれていて、図書の貸し出しと返却がしやすい。
山之口、山田、高崎地区の図書室についてもネット
ワークでつなぎ、図書回送車の有効活用を含め、５つ
の施設をさらに利用しやすくすること。

ふるさと納税日本一、農業産出額日本一で注目を浴
びる本市が他の自治体の模範となり、また、本市の下
流域への水質保全の責任を果たすためにも畜産排水に
対する監視を強化し指導を行うこと。

本市には、昭和56年５月以前に建築された耐震診
断を必要とする木造住宅が、平成30年度の国の調査
で１万２千270棟ほどある。
令和２年度に耐震診断の補助を受けた件数は10件、
耐震改修の補助を受けた件数は５件であった。住宅・
建築物耐震診断事業及び耐震改修事業の更なる推進を
図ること。

受診率は５つの検診のうち４つが 10％未満と非常
に低い水準で推移している。他市の事例を参考として、
ＳＮＳを活用し、予算を効果的
に活用し受診率向上に向けた効
果的な対策を講じること。

近年の状況として可燃ごみ量の増加及び資源回収量
の減少があることから、ごみ減量のための具体的施策
を提示するほか、資源回収に影響を及ぼすと思われる
分別奨励金について
は、増額はもとより基
金設立などにより安定
した交付方法を検討す
ること。

本市には、132か所の大規模な盛土造成地がある。
最近雨による盛土の崩落が起因と指摘される土石流も
発生している。スクリーニング計画に基づく調査を進
め、地域住民の安全確保のための対策を検討すること。

申込者が対象者の半数以下であったことから、今後
コロナ禍における支援策については支援が必要な層を
明確に把握し、市費の補助などを含め総括的な支援策
を検討すること。

水洗化率向上のため、なお一層の対策を講じ、財政
運営の健全化と安定的な事業運営を行うこと。

不登校に対する予算や取組について特別な対策が見
えない。もっと深く研究し、幅広く多様なアプローチ
を取り入れながら全力を挙げて取り組むこと。

三股町、曽於市、志布志市は、夜間急病センターの
負担金を支出している。　　
西諸地域の３つの市町についても、年間600名近く
の夜間救急の患者を受け入れているため、同様に負担
金の支出を行うよう要請すること。

図書館管理運営費について

環境監視事業について 住宅の耐震診断及び耐震改修事業に
ついて

がん検診事業について	

リサイクル活動推進について

大規模盛土造成地について

プレミアム付商品券事業補助金返還
金について

農業集落排水事業について

不登校児童生徒適応指導教室について

初期救急医療施設等事業費負担金に
ついて

文教厚生委員会

産業経済委員会 建設委員会
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「
都
城
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用

し
た
行
政
の
推
進
」条
例
の
制
定

●
概
要

行
政
手
続
き
の
利
便
性
の
向
上

や
行
政
運
営
の
簡
素
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
市
民
生
活
の
向
上
を
図

る
た
め
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
必
要
な
事
項
を
条
例
化
す

る
も
の
で
す
。

●
質
疑
・
答
弁

　
個
人
情
報
保
護
の
観
点
に
つ

い
て
の
規
定
は
。

　
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

の
条
件
整
備
の
た
め
の
条
例
で
あ

り
、
個
人
情
報
は
個
人
情
報
保
護

条
例
で
守
ら
れ
て
い
る
。

●
自
由
討
議

個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
て
議

論
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
意
見
や
、

情
報
漏
洩
に
つ
い
て
は
、
技
術
的

な
話
で
あ
る
の
で
条
例
制
定
と
は

関
係
な
い
の
で
は
と
い
う
意
見
が

出
さ
れ
た
。

●�

自
由
討
議
を
受
け
て
の
再
質

疑
・
答
弁

　
個
人
情
報
の
漏
洩
等
、
デ
メ

リ
ッ
ト
の
可
能
性
は
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て

規
定
す
る
条
例
で
あ
り
、
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
個
人

情
報
保
護
条
例
で
守
ら
れ
て
い
る
。

●
反
対
討
論

個
人
情
報
を
守
り
な
が
ら
オ
ン

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
助
成
制

度
の
創
設
と
特
定
健
診
に
聴
力
検

査
の
導
入
を
求
め
る
請
願
書

●
概
要

　
補
聴
器
を
使
用
す
る
こ
と
で
生

活
の
質
の
向
上
と
認
知
症
の
リ
ス

ク
の
低
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
補
聴
器
は
高
額
な
う
え
、

加
齢
に
よ
る
聴
力
の
低
下
と
と
も

に
買
い
替
え
が
必
要
と
な
る
た
め
、

補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
の
創
設

が
必
要
で
す
。

　
難
聴
の
早
期
発
見
が
重
要
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
気
づ
き
に
く

く
認
知
症
へ
の
危
険
性
も
高
ま
る

こ
と
か
ら
、
高
齢
者
が
生
き
生
き

と
生
活
す
る
た
め
に
特
定
健
診
に

聴
力
検
査
の
導
入
を
求
め
る
も
の

で
す
。

●
紹
介
議
員
へ
の
質
疑
・
答
弁

　
全
国
で
補
聴
器
の
購
入
に
助

成
を
し
て
い
る
自
治
体
は
。

　
今
年
の
８
月
で
29
自
治
体
。

　
請
願
に
お
け
る
高
齢
者
と
は
。

　
年
金
生
活
者
の
65
歳
以
上
。

　
本
市
で
の
相
談
実
績
は
。

　
確
認
は
で
き
な
い
が
、
補
聴

器
を
扱
う
業
者
へ
は
家
族
な
ど
か

ら
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

●
福
祉
課
へ
の
質
疑
・
答
弁

　
請
願
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
な

問
い
合
わ
せ
は
。

　
特
に
な
い
。

ラ
イ
ン
化
を
行
う
と
い
う
観
点
が

本
条
例
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
の

で
反
対
す
る
。

●
賛
成
討
論

本
条
例
の
制
定
が
個
人
情
報
漏

洩
の
リ
ス
ク
を
増
や
す
も
の
で
は

な
く
、
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い

て
は
、
個
人
情
報
保
護
条
例
に
お

い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

条
例
の
制
定
そ
の
も
の
に
反
対
す

る
理
由
が
な
い
の
で
賛
成
す
る
。

【
審
査
結
果
】

委
員
長
を
除
く
６
名
の
委
員
中

５
名
の
賛
成
で
可
決

工
事
請
負
契
約
の
締
結

●
概
要

次
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
一
般

競
争
入
札
及
び
随
意
契
約
に
よ
り

落
札
さ
れ
、
各
企
業
体
と
の
工
事

請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

◦�

『
物
産
振
興
拠
点
施
設
整
備
事

業「
道
の
駅
都
城
」建
設（
建
築

主
体
）工
事
は
、大
淀
・
藤
誠
・

丸
昭
特
定
建
設
工
事
共
同
体

◦�

『
物
産
振
興
拠
点
施
設
整
備
事

業「
道
の
駅
都
城
」建
設（
電
気
）

工
事
は
九
電
工
・
み
や
え
い
・

ワ
サ
ダ
特
定
建
設
共
同
企
業
体

【
審
査
結
果
】

　
全
会
一
致
で
可
決

　
今
後
、
助
成
制
度
の
導
入
は
。

　
補
装
具
と
し
て
の
障
が
い
者

に
対
す
る
施
策
な
の
か
、
高
齢
者

の
日
常
生
活
に
お
け
る
幸
福
の
追

求
と
し
て
の
別
部
門
の
施
策
と
な

る
の
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
可
能

性
に
つ
い
て
は
明
言
で
き
な
い
。

●
自
由
討
議

加
齢
に
よ
る
聴
力
低
下
を
原
因

と
し
た
聴
覚
障
が
い
の
増
加
に
伴

い
障
害
者
手
帳
取
得
前
の
難
聴
の

方
も
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
方
た
ち
へ
購
入
費
の
助
成
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
や
、
障

害
者
手
帳
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
一

律
に
す
べ
き
等
の
意
見
が
あ
っ

た
。

●
反
対
討
論

助
成
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
と
は
い
え
、
数
と
し
て
は

少
な
い
。

本
市
に
お
け
る
需
要
が
大
事
と

考
え
る
が
、
実
態
が
見
え
な
か
っ

た
た
め
反
対
す
る
。

●
賛
成
討
論

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
な

く
て
も
補
聴
器
の
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

【
審
査
結
果
】

委
員
長
及
び
棄
権
し
た
委
員
を

除
く
、
５
名
の
委
員
中
２
名
の
賛

成
に
よ
り
不
採
択

常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
常
任
委
員
会
と
は
、
議
会
が
予
算
や
条
例
等
の
審
議
を
効
率
的
か
つ
詳
細
に
出
来
る
よ
う
に
、

担
当
部
局
ご
と
に
分
け
て
審
査
を
行
う
委
員
会
で
す
。

総務委員会

文教厚生委員会

10 議案を審査しました

９議案・１請願を審査しました
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都
城
駐
屯
地
周
辺
道
路
改
修

等
事
業（
鷹
尾
都
原
線
）

●
概
要

　
本
年
７
月
13
日
午
後
に
発
生
し

た
短
時
間
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
道

路
冠
水
が
発
生
し
、
工
事
区
間
の

一
部
で
土
砂
が
流
出
し
た
こ
と
に

よ
り
、
張
出
歩
道
や
道
路
側
溝
等

の
構
造
物
が
、
長
さ
90
・
5
ｍ
の

区
間
で
沈
下
す
る
等
、
被
災
し
た

こ
と
に
よ
る
補
償
補
填
及
び
損
害

賠
償
金
の
増
額
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。

●
質
疑
・
答
弁

　
今
後
の
復
旧
工
事
予
定
は
。

　
集
中
豪
雨
等
に
も
耐
え
う
る

仮
排
水
対
策
を
行
っ
た
上
で
、
復

旧
工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

狭き
ょ
う

隘あ
い

道
路
拡
幅
整
備
事
業

●
概
要

　
道
路
後
退
用
地
の
寄
附
採
納
に

伴
う
、
分
筆
登
記
手
続
き
委
託
料
、

及
び
工
作
物
等
の
撤
去
補
償
費
の

増
額
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

●
質
疑
・
答
弁

　
今
年
度
の
見
込
み
件
数
は
。

　
当
初
は
年
間
56
件
程
を
見
込

ん
で
い
た
が
、
６
月
時
点
で
既
に

18
件
あ
り
、
７
月
以
降
に
つ
い
て

は
41
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

【
審
査
結
果
】

 

全
会
一
致
で
可
決

『「
道
の
駅
」
都
城
』
条
例
の

制
定

●
概
要

市
民
や
道
路
利
用
者
に
休
憩
の

場
を
提
供
し
地
場
産
品
の
販
売
、

地
域
情
報
等
の
発
信
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
加
え
防
災
拠
点
の
機

能
を
持
っ
た
施
設
と
し
て
『「
道

の
駅
」
都
城
』
を
設
置
す
る
た
め

に
条
例
が
制
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
質
疑
・
答
弁

　
本
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
？

　
新
た
に
設
立
す
る
株
式
会
社

を
想
定
し
て
い
る
。

　
指
定
さ
れ
た
指
定
管
理
者
が

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
は
？

　
今
の
と
こ
ろ
変
わ
る
可
能
性

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
審
査
結
果
】

　
全
会
一
致
で
可
決

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費

●
概
要

　
国
庫
補
助
事
業
の
内
定
に
伴
い

甘
藷
貯
蔵
施
設
整
備
費
及
び
農
業

用
機
械
リ
ー
ス
料
に
対
す
る
補
助

金
が
追
加
さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
質
疑
・
答
弁

　
貯
蔵
施
設
に
集
積
さ
れ
た
甘

藷
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
流
通

し
て
い
く
の
か
？

水
道
事
業
会
計
の
資
本
的
支
出

●
概
要

　
国
・
県
及
び
市
が
実
施
す
る
道

路
改
良
工
事
に
合
わ
せ
た
、
配
水

管
移
設
工
事
の
追
加
に
よ
る
工
事

請
負
費
の
増
額
と
、
電
気
設
備
の

故
障
に
伴
う
固
定
資
産
購
入
費
の

増
額
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

●
質
疑
・
答
弁

　
固
定
資
産
購
入
費
の
内
容
に

つ
い
て
。

　
菖
蒲
原
浄
水
場
に
お
い
て
、

機
器
類
か
ら
出
る
高
周
波
が
他
の

電
気
設
備
に
影
響
し
な
い
よ
う
、

抑
制
す
る
た
め
の「
高
周
波
抑
制

装
置
」の
設
置
に
要
す
る
経
費
等

で
あ
る
。

【
審
査
結
果
】

　
全
会
一
致
で
可
決

　
生
食
用
の
甘
藷
の
た
め
、
そ

の
後
の
流
通
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
い
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

●
概
要

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
、
寄

付
件
数
が
今
年
度
の
当
初
予
定
を

超
え
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
委

託
料
等
の
経
費
が
増
額
さ
れ
る
も

の
で
す
。

●
質
疑
・
答
弁

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
基

準
は
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
か
？

　
返
礼
品
に
つ
い
て
は
総
務
省

が
示
す
基
準
が
あ
り
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
し
っ
か
り
と
審
査
し
て
い

る
た
め
、
地
場
産
品
と
し
て
の
基

準
は
満
た
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

【
審
査
結
果
】

　
全
会
一
致
で
可
決

常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
各
委
員
会
で
審
査
し
た
議
案
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

建設委員会

産業経済委員会

５議案を審査しました

３議案を審査しました
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●上程された議案数･････････････【市長提出議案 38 件　委員会提出議案２件　諮問 4 件　請願１件　議員提出議案２件】  

賛否が分かれた議案の表決結果（採決日9月22日・10月4日）

市長提出議案

赤
塚　
隆
志

荒
神　
稔

岩
元　
弘
樹

榎
木　
智
幸

大
浦　
さ
と
る

音
堅　
良
一

上
坂　
月
夫

神
脇　
清
照

川
内　
賢
幸

黒
木　
優
一

小
玉　
忠
宏

迫
間　
輝
昭

佐
藤　
紀
子

杉
村　
義
秀

筒
井　
紀
夫

徳
留　
八
郎

永
田　
浩
一

中
田　
悟

永
田　
照
明

長
友　
潤
治

中
村　
千
佐
江

西
川　
洋
史

畑
中　
ゆ
う
子

広
瀬　
功
三

福
島　
勝
郎

別
府　
英
樹

森　
り
え

山
内
い
っ
と
く

江
内
谷　
満
義

審
議
結
果

第84号　
都城市情報通信技術を活用した行
政の推進に関する条例の制定につ
いて※1

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○●○○○●○

議
長
の
た
め
表
決
に
は
参
加
し
な
い
。

原案 
可決

第89号　都城市物産振興拠点施設「道の駅」都城条例の制定について※2 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○●○○○●○ 原案 
可決

第116号　専決処分した事件の報告及び承認について ○○○○○○○○○●○●○○○○○○○○○○●●○○〇○ 承認

第95号　令和２年度都城市一般会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○●○○○●○ 認定

第96号　
令和２年度都城市国民健康保険特
別会計会計歳入歳出決算の認定に
ついて

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○●○○○●○ 認定

請願

3第1号
高齢者の補聴器購入費助成制度の
創設と特定健診に聴力検査の導入
を求める請願書※1

●●●●●●○○●●○○●●○●○●○●●●○●○●○● 不採択

議員提出議案

第6号　コロナ禍による米生産危機の改善を求める意見書※２ ●●●●●●○○●●○○●●○●●●○●●●○○○●○● 原案 
否決

○賛成した議員　　　●反対した議員　　　　※ 1　反対討論あり　　　　※２　賛成討論、反対討論あり

賛否の分かれた議案について理由を紹介します
議案第84号　�都城市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定

について

議案第89号　都城市物産振興拠点施設「道の駅」都城条例の制定について

新「道の駅」条例の収益の施設が公の施設といえるのかという問題であり、民間でできることは民間でやるべき
である。また、この指定管理者制度そのものに問題があると考える。公の施設も公共性を持たず営利を目的とす
る民間会社に任せ代行させていくこの方法で自治体の責任が果たせるのかが危惧されるため反対する。

反
対
理
由

個人情報の漏洩の原因の中でも最大のものは「情報の管理ミス」である。漏洩した事例の実に 3分の 1はこの
管理ミスで占められているといわれている。ヒューマンエラーを防ぐことが重要で、オンラインでの申請や処分
通知の送付について、しっかりとしたチェックがされるのかという心配もある。
個人情報の保護への対応が明確でないため反対する。

反
対
理
由

指定管理制度を行うことで市民等連絡業者の交流促進及び市内への流入人口の拡大に関する事業等において市
民や観光客を呼び込む多種多様のイベント等を開催し交流やにぎわい創出につなげる施設を基点として市内各地
への周遊を促す事業を安定的に行うことが期待できると考えるため賛成する。

賛
成
理
由

会期：９月２日～10月４日

令和３年９月定例会の審議内容について
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議案第96号　令和２年度都城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

本市では、聴力障がいに関して障害者手帳の交付対象とならない18歳以下の補聴器購入については条件がある
が助成制度があり、必要な人に必要な施策が施されている。十分な調査や慎重な議論が必要でその上で必要な人
に必要な施策が施されればいいのではないか。今後の国の状況を注視する必要があるため、不採択と考える。

反
対
理
由

決算剰余金については国民健康保険運営基金に繰り入れており、前年と比較すると大幅な黒字となっている。
平成25年12月議会で国保税引下げの請願が全会一致で採択されているが、引下げについての試算はされていない。
国民健康保険運営基金を取り崩して払える国保税とするような措置が取られていないため認定できない。

反
対
理
由

都城市は、米の需要に応じた生産調整を行ってきており、過剰在庫はなく、生産者は中長期的な政策を求めて
いる。その政策は、他県からの米の流入を抑える政策、休耕地や田んぼの管理を行える政策、そして、県内の主
食用米の生産拡大を図る政策であり、本市の実情を踏まえた意見書となっていないため、賛同できない。

反
対
理
由

会計年度任用職員に移行しても正規職員の拡大にはつながらず根本的な解決にはなっていないことから、また、
社会保障税番号制のシステム管理事業費については個人の権利の明確化、プライバシー権の拡充の法改正こそ必
要であるため、そして、都城市プレミアム付きスマイル商品券発行事業についてはコロナの感染拡大の中で延期
を希望する声が挙がったが２月で終了したことは残念な結果だと考えるため反対する。

反
対
理
由

我が国はミニマムアクセス米を年間76万7千トン輸入し、内1～10万トンを食用米として流通させている。
令和２年度食用米需要は714万トンであり食用米として流通したミニマムアクセス米 5万トンは全体の 1％にも
満たず需要や価格を圧迫していると言えない。我が国は国際的貿易ルールとしてミニマムアクセス米輸入を受け
入れており、独自の輸入数量制限は国際的信用を失墜させる恐れがあり同意できない。

反
対
理
由

基金を活用することで平成23年から10年間の間国保税の税額を据え置く措置をしている。現況だけを見て基
金を取り崩し国保税の引下げを行うことは非常に危険であり基金を堅実に運用することが大事であると考える。
また平成25年12月本議会で国保税引下げの請願を採択しているが、国保税の引下げについては医療機関受診が継
続して減少する等の結果が出た際に改めて検討すべきではないか。

賛
成
理
由

都城市の農業の実態は確かに必要なものではないかもしれないが、全国の大変な状況に対して国がどういう施
策を取るのか、こういう施策をとってほしいという意見書の 3つの必要なことだと考える。都城市の実態がどう
であれ全国の実態をその通りだと考えるのであればこの意見書を出す必要があると考え賛成する。

賛
成
理
由

「高齢者の補聴器購入費助成制度の創設と特定検診に聴力検査の導入を求める請願書
　国の制度としては、障害者総合支援法にもとづく補装具費支給制度があるが、この制度は、障害者手帳を交付される、聴
力が７０デシベル以上の重度・高度に限っており、軽度・中等度の難聴者は対象外となっている。国の制度から外れた中等度
の難聴者を対象にしているのが自治体の制度であるため、都城市でも補聴器の助成制度の創設を求める。
１．高齢者の補聴器購入費助成制度の創設をすること。
２．特定検診に聴力検査を導入すること。

コロナ禍による米生産危機の改善を求める意見書（要旨）
　コロナ禍による相次ぐ緊急事態宣言等の発令で需要減少に歯止めがかからず、令和２年度産米の過大な在庫を生み、令和２
年度産米の販売不振と米価下落は底なしの状態になっている。
１．�コロナ化で生まれた「過剰在庫」を政府が買い取るなどとして市場から隔離し、需給環境を改善するとともに、米価暴落
に歯止めをかけること。

２．政府が買い上げた米を、コロナ禍などによる生活困窮者・学生などへの食糧支援で活用すること。
３．国内消費に必要のない、米国産などの外国産米の輸入を、国産米の需給状況に応じて数量調整を実施すること。

議案第95号　令和２年度都城市一般会計歳入歳出決算の認定について

7 みやこのじょう 市議会だより no.31



一般質問について １．議員が市長などに対し、市の政策や各事業などについて、その方針や市の見解などを問うことです。
２．申し合わせにより、議長・副議長・監査委員は一般質問を行いません。
３．質問した順に掲載しています。
一般質問の詳しい内容をお知りになりたい場合は、ＱＲコードを読み取って録画映像をご覧いただくか、インターネットや図書館、地区公民館
などで会議録をご覧ください。

2019年全国市町村別農業産出額について
　
２
０
１
９
年
の
全
国
市
町
村

別
農
業
産
出
額
に
つ
い
て
。

五
年
連
続
一
位
で
あ
っ
た
、
愛
知

県
田
原
市
は
８
７
１
億
円
で
二

位
、
一
位
都
城
市
の
農
業
産
出
額

は
８
８
７
億
円
に
な
っ
て
お
り
全

国
一
位
に
な
っ
た
要
因
は
。

　

畜
産
部
門
が
２
０
１
８
年

比
１
０
０
億
８
千
万
円
増
の

７
３
５
億
７
千
万
円
と
な
り
全
国

一
位
と
な
っ
た
。
要
因
に
つ
い
て

は
主
に
畜
産
部
門
の
増
加
が
要
因

で
あ
る
。

　
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫（
Ｂ
Ｌ
）

対
策
に
つ
い
て
、
牛
伝
染
性
リ
ン

パ
腫（
Ｂ
Ｌ
）子
牛
品
評
会
、
入
賞

牛
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

　
令
和
三
年
四
月
に
開
催
さ
れ

た
都
城
地
域（
Ｂ
Ｌ
）清
浄
化
対
策

協
議
会
に
お
い
て
郡
市
和
牛
共
進

会
で
は
Ｂ
Ｌ
検
査
、
陰
性
牛
が
出

品
条
件
に
追
加
さ
れ
た
。

　
繁
殖
素
牛
促
進
事
業
に
つ
い

て
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫（
Ｂ
Ｌ
）

の
検
査
の
態
勢
が
整
っ
た
時
に
は

補
助
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
Ｂ
Ｌ
検
査
で
の
陽
性
牛
や
未

検
査
牛
は
郡
市
和
牛
共
進
会
に
出

品
で
き
な
い
補
助
対
象
外
と
な
る
。

市が取組必要な農林業と市内の整備について

特別障害者手当は介護度 4や 5の方も対象

　
有
害
獣
被
害
予
防
策
と
し
て

の
耕
作
放
棄
地
雑
草
刈
取
り
補
助

に
つ
い
て
。

　
県
の
事
業
で
中
山
間
地
域
活

性
化
対
策
事
業
の
県
市
三
分
の
一

の
機
械
導
入
補
助
事
業
が
あ
る
。

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も
食

堂
に
対
す
る
行
政
支
援
に
つ
い

て
。

　
市
民
公
益
活
動
支
援
事
業
に

お
い
て
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
等

へ
対
し
公
募
の
上
、
上
限
25
万
円

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　
食
料
基
地
と
し
て
の
生
産
基

盤
強
化
と
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
取

組
に
つ
い
て
。

　
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
の

農
地
整
備
事
業
や
農
地
耕
作
条
件

改
善
事
業
等
を
利
用
し
大
区
画
等

の
生
産
基
盤
強
化
が
出
来
る
。
尚
、

ス
マ
ー
ト
農
業
モ
デ
ル
事
業
で
は

田
植
機
・
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
操

舵
や
ド
ロ
ー
ン
の
薬
剤
散
布
等
実

証
事
業
に
取
組
ん
で
い
る
。

　
下
川
東
、
穂
満
坊
線
に
お
け

る
下
東
岳
橋
の
通
学
路
に
つ
い

て
。

　
改
良
工
事
は
無
理
、
当
面
の

応
急
措
置
と
し
て
、
橋
の
両
端
に

注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置
す
る
。

　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な

い
介
護
度
４
や
５
の
方
も
特
別
障

害
者
手
当
対
象
に
な
る
の
か
。

　
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
状

態
区
分
や
障
害
者
手
帳
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
国
が
示
す
障
害
児

福
祉
手
当
の
障
害
程
度
認
定
基
準

に
基
づ
き
、
医
師
の
診
断
書
に

よ
っ
て
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な

介
護
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
住
宅
型
有
料
老

人
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
い
る
場
合
は

受
給
対
象
と
な
る
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
障
が

い
福
祉
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
介

護
度
4
や
5
の
方
が
対
象
に
な
る

場
合
が
あ
る
と
い
う
記
載
も
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
記
載
す
る
よ
う

提
案
す
る
。

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
へ
の
市
職
員
の
従
事
に
つ

い
て

★
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

居
住
費
・
食
費
の
利
用
者
負
担

限
度
額
に
つ
い
て

川東浄水場系の基幹配水管漏水について
　
漏
水
の
発
見
か
ら
復
旧
ま
で

の
経
緯
は
。

　
６
月
26
日
午
前
、
市
民
の
通

報
に
よ
り
発
覚
。
漏
水
個
所
を
遮

断
し
配
水
ル
ー
ト
を
切
り
替
え

た
。
原
因
は
配
水
管
接
続
部
の
離

脱
で
、
接
続
し
直
し
た
後
、
接
続

部
分
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
防
護
し

た
。
7
月
１
日
夜
、
通
常
配
水
に

切
り
替
え
、
翌
２
日
朝
に
水
道
の

復
旧
が
完
了
し
た
。
な
お
、
漏
水

に
伴
い
、
横
市
・
五
十
市
・
小
松

原
・
庄
内
・
志
和
池
地
区
で
、
配

水
管
の
洗
浄
を
夜
間
に
3
回
実
施

し
た
。

　
配
水
管
の
洗
浄
を
夜
間
に
実

施
し
た
理
由
は
。

　
洗
浄
は
消
火
栓
か
ら
排
水
す

る
の
で
、
水
道
水
の
水
圧
や
水
量

が
低
下
す
る
。
ま
た
車
道
に
放
水

す
る
の
で
交
通
に
影
響
す
る
。
水

道
水
の
使
用
量
と
交
通
量
の
最
も

少
な
く
な
る
夜
間
に
実
施
し
た
。

　
漏
水
に
よ
る
二
次
災
害
発
生

の
可
能
性
は
。

　
一
般
通
行
の
な
い
道
路
で
の

発
生
で
、
道
路
等
が
陥
没
し
た
が
、

交
通
へ
の
影
響
は
な
か
っ
た
。

★
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
策

太陽の会
迫間 輝昭

みらいねっと都城
中村 千佐江

太陽の会
永田 照明

日本共産党都城市議団
森 りえ

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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一般質問
市政を問う

新型コロナウイルス感染症の医療体制の現況
　
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
妊

婦
さ
ん
の
医
療
受
入
れ
体
制
は
？

　
原
則
、
県
内
4
箇
所
の
周
産

期
医
療
セ
ン
タ
ー
に
て
入
院
療
養

す
る
が
、
や
む
な
く
自
宅
療
養
す

る
場
合
で
も
救
急
搬
送
が
で
き
る

体
制
を
確
保
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
渦
に
よ
る
所
得
減
の

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
は
？ 

　
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
世

帯
に
は
「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
」を
支
給
し
て
い
る
。

尚
、
令
和
4
年
２
月
ま
で
に
出
生

し
た
新
生
児
も
対
象
と
な
る
。

　
透
析
患
者
が
感
染
し
た
場
合

の
医
療
体
制
は
？

　

透
析
患
者
が
感
染
し
た
場

合
、
原
則
入
院
治
療
と
な
る
。
現

在
、県
内
15
床
を
確
保
し
て
い
る
。

　
宿
泊
施
設
や
自
宅
で
療
養
中

の
感
染
者
の
容
態
が
急
変
し
た
場

合
の
救
急
搬
送
体
制
は
？ 

　
宿
泊
施
設
・
自
宅
療
養
の
方

の
状
況
把
握
は
保
健
所
が
お
こ

な
っ
て
い
る
た
め
、
医
療
機
関
と

調
整
し
て
救
急
搬
送
を
要
請
す

る
。

★
通
学
路
や
生
活
道
路
に
係
る
安

全
対
策
に
つ
い
て

二酸化炭素CO₂削減計画策定を早期に！

コロナ禍で生業出来ない業種の支援、他 

　
日
本
の
一
般
廃
棄
物
の
焼
却

率
は
世
界
で
ダ
ン
ト
ツ
に
高
い
。

本
市
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

焼
却
ご
み
の
搬
入
量
と
本
市
の
ご

み
処
理
経
費
の
推
移
は
。

　
Ｒ
２
年
度
５
万
８
千
ト
ン
。

Ｒ
元
年
度
19
億
５
千
６
４
６
万
円
。

　
都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
穂

満
坊
地
区
造
成
事
業
の
総
事
業
費

は
。

　
約
16
億
５
千
万
円
投
入
。

　
固
定
資
産
税
の
免
除
額
は
。

　
６
社
に
１
億
６
千
４
５
７
万

円
。

　
誘
致
企
業
に
活
動
継
続
や
地

元
雇
用
目
標
を
求
め
る
べ
き
。

　
国
保
の
県
納
付
金
の
推
移
と

国
保
運
営
基
金
運
用
状
況
は
。

　
納
付
金
が
昨
年
比
３
億
３
千

万
減
、
基
金
は
26
億
３
千
万
円
。

　
国
の
国
保
減
免
と
傷
病
手
当

の
申
請
・
決
定
数
と
決
定
額
は
。

　
減
免
申
請
３
１
７
件
、
決
定

件
数
２
８
２
件
、
額
は
４
千
１
０

０
万
円
。
傷
病
手
当
申
請
・
決
定

数
３
件
、
額
は
17
万
６
千
円
。

　
市
独
自
の
減
免
・
傷
病
手
当

制
度
創
設
・
子
ど
も
均
等
割
廃
止

と
国
保
運
営
基
金
活
用
で
保
険
税

軽
減
を
求
め
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
休
業
要
請
等
を

受
け
生
業
出
来
な
い
業
種
や
各
種

教
室
等
の
支
援
に
つ
い
て
。

　
支
援
金
や
各
種
事
業
等
の
他
、

一
時
的
な
職
業
斡
旋
等
、
市「
商

工
政
策
課
」で
相
談
に
応
じ
る
。

　
公
民
館
活
動
の
未
加
入
や
ご

み
問
題
等
、
河
川
汚
染
に
つ
な
が

る
不
法
投
棄
を
含
め
て
行
政
が
果

た
す
役
割
は
喫
緊
の
課
題
。
市
長

の
考
え
を
尋
ね
る
。

　
地
域
の
課
題
で
も
あ
る
が
、

連
携
を
深
め
対
策
を
講
じ
た
い
。

【
市
民
の
声
】　

★
「
地
区
交
通
安
全
協
会
」
は
、

児
童
や
生
徒
、
高
齢
者
の
安
全

教
育
に
も
取
り
組
み
重
要
な
存

在
。
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
や
運

転
免
許
更
新
時
の
未
加
入
対
策

に
つ
い
て
。

★
妻
ヶ
丘
地
区
の
避
難
所
や
健
康

増
進
施
設
を
兼
ね
る
屋
内
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
人
口
に
対
し
不

足
し
て
い
る
。
対
策
を
尋
ね
る
。

★
多
く
の
市
民
が
健
康
運
動
に
努

め
る
都
城
運
動
公
園
。雨
天
時

の
簡
易
な
健
康
増
進
施
設
を
提

案
。

★
市
庁
舎
や
関
連
施
設
周
辺
の
美

化
に
花
木
の
植
栽
を
提
案
。

合葬墓について
　
少
子
化
や
価
値
観
の
多
様
化
に

よ
り
、
代
々
引
き
継
ぐ
こ
と
が
当

た
り
前
だ
っ
た
お
墓
の
形
も
変
わ

り
つ
つ
あ
り
、
個
別
の
お
墓
は
い

ら
な
い
、
費
用
を
か
け
た
く
な
い

墓
じ
ま
い
後
の
遺
骨
の
行
き
先
を

探
し
て
い
る
と
い
う
方
に
、
合
葬

墓
を
検
討
す
る
方
が
増
加
。
本
市

で
も
、
上
長
飯
霊
地
公
園
内
に
て

令
和
２
年
度
か
ら
供
用
開
始
。

　
使
用
許
可
申
請
数
は
。

　
焼
骨
埋
蔵
68
件
、
生
前
予
約

１
２
３
件
の
申
請
で
全
て
許
可
。

　
保
管
数
は
。

　
９
８
４
体
。

　
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て
。

　
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
る
場
合
が
対
象
。

　

低
所
得
者
に
も
対
象
拡
充

を
。

　
保
管
期
間
後
の
管
理
は
。

　
最
長
20
年
間
は
骨
壺
に
納
め

ら
れ
た
状
態
で
保
管
し
、
そ
の
後

骨
壺
か
ら
ご
遺
骨
を
取
り
出
し
、

合
葬
墓
内
の
納
骨
室
で
、
他
の
ご

遺
骨
と
一
緒
に
埋
蔵
す
る
。

★
訪
問
指
導
な
ど
の
受
診
者
対
策

★
小
・
中
学
校
の
性
教
育

一心会
赤塚 隆志

一心会
岩元 弘樹

日本共産党都城市議団
畑中 ゆう子

無会派
小玉 忠宏

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

※その他の質問については、★印でタイトルだけ掲載しました。
※壇上にアクリル板を設置しています。
　そのため、壇上ではマスクをはずして質問しています。
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※その他の質問については、★印でタイトルだけ掲載しました。

農業用地内道路の整備について
　
過
去
５
年
間
の
農
業
用
地
内

道
路
整
備
状
況
に
つ
い
て
。

　
要
望
件
数
・
実
績
の
５
年
間

平
均
値
は
年
間
１
１
４
件
の
整
備

要
望
件
数
に
対
し
工
事
及
び
修
理

の
実
績
は
98
件
で
率
に
し
て
約

86
％
で
あ
る
。
な
お
農
業
用
地
内

で
生
活
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
道
路
は
土
木
部
で
対
応
し
て

い
る
。
そ
れ
以
外
の
道
路
に
つ
い

て
は
農
政
部
で
対
応
し
て
い
る
。

　
農
業
機
械
大
型
化
を
踏
ま
え

農
業
用
地
内
道
路
の
企
画
と
整
備

に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
。

　
農
業
用
地
内
の
支
線
道
路
の

表
層
圧
は
３
㎝
で
幅
員
は
４
ｍ
以

上
６
ｍ
未
満
と
な
っ
て
い
る
。
農

業
機
械
の
大
型
化
が
進
ん
で
も
現

状
の
規
格
で
機
能
が
果
た
せ
る
と

考
え
る
が
道
路
利
用
の
状
況
の
変

化
に
応
じ
対
処
し
て
い
く
。

　
農
業
機
械
の
大
型
化
が
進
ん

で
お
り
現
状
の
規
格
で
は
対
応
で

き
な
く
な
る
と
考
え
る
。
農
業
は

日
々
変
化
し
て
お
り
問
題
が
顕
著

化
す
る
前
に
対
応
す
る
事
が
重
要

で
あ
る
。
表
層
圧
や
幅
員
等
の
検

討
を
提
案
す
る
。

市民生活における取組みの課題

自治公民館の負担軽減について

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
地
域
医
療
へ
の
影
響
。

　
感
染
症
の
患
者
が
増
加
し
、

医
療
体
制
が
逼
迫
す
る
と
感
染
症

以
外
の
患
者
の
治
療
や
入
院
・
手

術
等
が
で
き
な
い
事
例
も
あ
る
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に
つ
い

て
、
本
市
の
対
策
内
容
を
伺
う
。

　
Ｊ
Ａ
都
城
等
と
連
携
し
て
、

国
の
か
ん
し
ょ
重
要
病
害
虫
被
害

対
策
事
業
に
取
組
ん
で
い
る
。

　
民
生
児
童
委
員
の
確
保
努
力
。

　
業
務
内
容
の
負
担
軽
減
と
定

数
内
で
区
域
の
変
更
や
人
員
配
置

調
整
を
関
係
団
体
と
協
議
す
る
。

　
自
治
公
民
館
敷
地
排
水
整
備

等
を
補
助
金
対
象
に
す
る
提
言
。

　
補
助
金
見
直
し
を
検
討
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
支
援
を
地
元

の
高
崎
観
光
バ
ス
や
他
の
交
通
事

業
者
へ
支
援
す
る
考
え
を
伺
う
。

　
路
線
、貸
切
バ
ス・タ
ク
シ
ー

運
転
代
行
等
に
支
援
す
る
考
え
。

　
新
聞
を
活
用
し
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ

教
育
に
つ
い
て
今
後
の
取
組
は
。

　
今
後
は
Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育
に
新
聞

の
重
要
性
を
各
学
校
に
周
知
し
、

推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

●
質
問
意
図　
人
口
減
少
が
進
む

中
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
果
た

す
役
割
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
く

る
。
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う

自
治
公
民
館
の
負
担
を
軽
減
し
て

お
か
な
け
れ
ば
将
来
の
自
治
体
経

営
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
。

　
地
域
の
共
助
の
組
織
で
あ
る

自
治
公
民
館
は
公
共
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
か
？

　
自
治
公
民
館
を
は
じ
め
地
域

の
共
助
の
中
に
公
共
的
な
取
り
組

み
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
自
治
公
民
館
の
衰
退
は
行
政

運
営
へ
影
響
を
及
ぼ
す
か
？

　
現
在
、
地
域
の「
公
共
」を
自

治
公
民
館
と
の
協
働
で
実
施
し
て

い
る
た
め
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

と
考
え
る
。

　
今
後
、地
域
に
あ
る
「
公
共
」

を
誰
が
ど
の
よ
う
に
担
う
べ
き
か

な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
組
織
を
設

置
し
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
は
？

　
地
域
に
お
け
る「
公
共
」や
そ

の
在
り
方
に
つ
い
て
新
た
な
検
討

組
織
を
設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
が
、
今
後
関
係
課
や
団
体

と
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

コロナ対策と福祉の更なる向上！
　
支
援
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る

事
業
者
・団
体
な
ど
幅
広
い
業
種

を
対
象
と
し
た
市
独
自
支
援
策
を
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
様
々
な
業

種
に
広
が
っ
て
い
る
。
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
、
県
内
旅
行

の
支
援
等
を
行
い
、
地
域
経
済
活

動
の
回
復
促
進
に
努
め
て
い
る
。

　
保
育
所
等
へ
の
年
度
途
中
入

所
。

　
空
き
待
ち
児
童
の
定
義
を
見

直
し
、
潜
在
保
育
士
へ
の
取
組
み
、

対
応
の
向
上
に
取
組
ん
で
い
る
。

　
ひ
と
月
に
数
枠
で
も
い
い
の
で

年
度
途
中
入
所
枠
を
つ
く
る
べ
き
。

　
育
児
休
業
給
付
金
の
上
乗
せ

支
援
に
つ
い
て
。

　
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援

し
て
い
る
が
、現
時
点
で
は
国
の
実

施
す
る
育
児
休
業
給
付
金
に
市
の

上
乗
せ
支
援
を
検
討
し
て
い
な
い
。

　
身
体
障
が
い
者
の
方
へ
の
自

動
車
改
造
対
象
の
拡
大
と
介
助
者

へ
の
自
動
車
改
造
費
用
補
助
の
考

え
。

　
現
状
で
は
、対
象
の
拡
大
や
介

助
者
へ
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い

が
先
進
事
例
等
を
調
査
研
究
す
る
。

★
糖
尿
病
、
人
工
透
析
の
取
組
み

★
山
之
口
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

進政会
長友 潤治

無会派
川内 賢幸

進政会
荒神 稔

無会派
広瀬 功三

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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一般質問
市政を問う

コロナとの戦いにオゾン空間除菌装置導入を
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
ル
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
の
か
。 

　
接
触
感
染
、
飛
沫
感
染
、
エ

ア
ロ
ゾ
ル
感
染
の
３
種
類
が
あ
る

と
と
ら
え
て
い
る
。

　
最
近
の
資
料
や
論
文
で
は
空

気
感
染
だ
と
す
る
も
の
も
多
く

な
っ
た
。
フ
ワ
リ
フ
ワ
リ
と
空
間

を
長
時
間
浮
遊
し
て
、
人
が
吸
い

込
ん
で
感
染
を
広
げ
る
よ
う
だ
。

こ
れ
こ
そ
が
ク
ラ
ス
タ
ー
の
原
因

だ
と
す
る
専
門
家
も
出
て
き
た
。

　
全
国
５
０
０
台
あ
ま
り
の
救

急
車
や
防
衛
省
、
警
察
署
な
ど
に

導
入
が
進
ん
で
い
る
オ
ゾ
ン
に
よ

る
空
間
除
菌
装
置
を
市
庁
舎
、
店

舗
、
学
校
、
こ
ど
も
園
等
へ
の
導

入
に
向
け
、
取
り
組
め
な
い
か
。

　
導
入
す
る
予
定
は
な
い
。
今

後
も
情
報
収
集
に
努
め
る
。

　
オ
ゾ
ン
に
よ
る
空
間
除
菌
装

置
導
入
を
補
助
す
る
な
ど
し
て
、

子
ど
も
の
安
全
を
守
り
、
店
舗
が

本
来
の
元
気
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
。

★
不
登
校
が
増
え
る
２
学
期

★
日
赤
募
金
の
集
め
方
に
つ
い
て

指導の中心に子どもをおいた教育

「都城市民一斉清掃の日」設定で街をきれいに！

　
教
育
の
場
は
重
要
で
あ
る
。

以
前
、
小
学
校
の
運
動
場
の
改
修

予
定
は
な
い
と
の
こ
と
で
、
検
討

す
る
よ
う
提
言
し
た
が
、
改
修
の

考
え
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

　
小
学
校
は
、
本
年
度
、
沖
水

小
学
校
の
運
動
場
改
修
の
設
計
を

発
注
し
て
い
る
。
今
後
は
、
優
先

度
を
総
合
的
に
判
断
し
計
画
的
に

整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
指
導
の
中
心
に
子
ど
も
を
お

い
た
教
育
と
は
何
か
？

　
学
校
を
「
子
ど
も
を
育
て
る

場
」
か
ら
「
子
ど
も
が
育
つ
場
」

と
し
て
捉
え
直
し
、
全
て
の
教
育

活
動
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
一
人

一
人
の
主
体
的
な
学
び
を
指
導
・

支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
指
導
に
疑
問
を
持
つ
保
護
者

の
声
が
あ
る
。
個
別
に
対
応
す
る

よ
う
だ
が
、
児
童
生
徒
・
保
護
者

は
学
校
に
対
し
て
意
見
を
言
う
こ

と
に
抵
抗
が
あ
る
。
よ
っ
て
教
職

員
も
含
め
て
児
童
生
徒
へ
の
適
切

な
ケ
ア
を
行
う
よ
う
提
言
す
る
。

★
ひ
き
こ
も
り
支
援

★
金
田
保
育
所
跡
地
の
利
活
用

　
市
民
会
館
跡
地
・
裁
判
所
跡

地
・
旧
検
察
庁
跡
地
の
活
用
は
。

　
市
民
会
館
跡
地
は
耐
用
年
数

の
来
る
、
中
央
公
民
館
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
を
検
討
し
て

い
る
が
、
他
は
検
討
中
で
あ
る
。

　
歌
舞
伎
橋
か
ら
西
へ
都
城
外

環
状
線
の
路
線
決
定
は
。

　
国
・
県
の
補
助
事
業
に
乗
せ

て
事
業
を
決
定
す
る
の
で
、
現
在

は
検
討
・
協
議
中
で
あ
る
。

　
ゴ
ミ
・
雑
草
の
散
乱
し
て
い

る
現
状
を
市
長
の
認
識
は
い
か

に
。

　
提
案
と
し
て
、
宮
崎
市
・
鹿
児

島
市
の
よ
う
に
、
都
城
市
民
一
斉

清
掃
の
日
を
環
境
の
日
と
は
別

に
、
設
定
し
た
方
が
街
は
き
れ
い

に
、
イ
メ
ー
ジ
の
良
い
住
み
良
い

都
城
市
に
変
わ
る
の
で
は
な
い

か
。

　
民
間
の
デ
ー
タ
で
は
都
城
の

暮
ら
し
易
さ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資

料
で
違
い
は
あ
る
が
、
環
境
監
視

員
の
方
々
に
も
環
境
美
化
に
各
々

頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

★
立
地
企
業
団
地
の
更
な
る
計
画

拡
充
は
―
志
布
志
道
完
成
に
向

け
★
立
地
企
業
は
健
康
保
険
加
入
を

行政サービスと公共交通について
　
支
援
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る

事
業
者
・団
体
な
ど
幅
広
い
業
種

を
対
象
と
し
た
市
独
自
支
援
策
を
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
様
々
な
業

種
に
広
が
っ
て
い
る
。
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
、
県
内
旅
行

の
支
援
等
を
行
い
、
地
域
経
済
活

動
の
回
復
促
進
に
努
め
て
い
る
。

　
保
育
所
等
へ
の
年
度
途
中
入

所
。

　
空
き
待
ち
児
童
の
定
義
を
見

直
し
、
潜
在
保
育
士
へ
の
取
組
み
、

対
応
の
向
上
に
取
組
ん
で
い
る
。

　
ひ
と
月
に
数
枠
で
も
い
い
の
で

年
度
途
中
入
所
枠
を
つ
く
る
べ
き
。

　
育
児
休
業
給
付
金
の
上
乗
せ

支
援
に
つ
い
て
。

　
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援

し
て
い
る
が
、現
時
点
で
は
国
の
実

施
す
る
育
児
休
業
給
付
金
に
市
の

上
乗
せ
支
援
を
検
討
し
て
い
な
い
。

　
身
体
障
が
い
者
の
方
へ
の
自

動
車
改
造
対
象
の
拡
大
と
介
助
者

へ
の
自
動
車
改
造
費
用
補
助
の
考

え
。

　
現
状
で
は
、対
象
の
拡
大
や
介

助
者
へ
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い

が
先
進
事
例
等
を
調
査
研
究
す
る
。

★
糖
尿
病
、
人
工
透
析
の
取
組
み

★
山
之
口
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　
申
請
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ち
ゃ

ん
カ
ー
導
入
の
目
的
に
つ
い
て
。

　
こ
れ
ま
で
の
出
張
申
請
補
助

は
５
人
以
上
か
ら
と
し
て
お
り
人

が
集
ま
ら
ず
申
し
込
み
が
で
き
な

い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
マ
イ
ナ

ち
ゃ
ん
カ
ー
導
入
に
よ
り
、
１
人

で
も
出
張
し
て
申
請
が
で
き
る
環

境
を
整
え
た
。

　
運
用
日
時
と
予
約
方
法
に
つ

い
て
。

　
平
日
と
毎
月
第
１
、
第
３
土

曜
日
及
び
第
２
、
第
４
日
曜
日
の

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30

分
ま
で
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
出
張
申
請

予
約
が
可
能
。

　
吉
都
線
利
用
で
自
転
車
を
積

載
し
て
移
動
で
き
な
い
か
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
の
営
業
規
則
に
よ

り
そ
の
ま
ま
の
持
ち
込
み
は
出
来

な
い
。
折
り
た
た
む
か
又
は
解
体

し
て
自
転
車
専
用
の
袋
に
入
れ
て

の
移
動
は
可
能
で
あ
る
が
通
学
、

通
勤
時
間
の
持
込
み
は
出
来
な

い
。

★
都
城
駅
の
都
城
市
案
内
看
板
設

置
に
つ
い
て

みらいねっと都城
別府 英樹

社民
筒井 紀夫

進政会
山内 いっとく

無会派
徳留 八郎

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

※壇上にアクリル板を設置しています。
　そのため、壇上ではマスクをはずして質問しています。
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※壇上にアクリル板を設置しています。
　そのため、壇上ではマスクをはずして質問しています。
※その他の質問については、★印でタイトルだけ掲載しました。 一般質問

市政を問う

新型コロナウイルス感染症変異株について
　
本
庁
舎
へ
の
来
庁
者
に
対
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
デ
ル
タ

株
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
。

　
す
べ
て
の
出
入
り
口
と
各
課

カ
ウ
ン
タ
ー
に
消
毒
液
を
配
備

し
、
手
指
消
毒
の
徹
底
を
行
っ
て

い
る
。
窓
口
の
感
染
症
対
策
は
透

明
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
を
窓
口
カ

ウ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
共
用
部
分

に
つ
い
て
は
、手
す
り
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
押
し
ボ
タ
ン
等
を
１
日
3

回
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で

拭
き
取
り
消
毒
を
行
っ
て
い
る
。

庁
舎
内
の
換
気
に
つ
い
て
は
午
前

10
時
30
分
と
午
後
３
時
に
窓
を
開

け
て
お
り
、
窓
の
な
い
地
下
１
階

と
地
下
２
階
に
は
空
気
清
浄
機
も

設
置
し
て
換
気
に
努
め
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
デ
ル
タ

株
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
感

染
症
対
策
を
継
続
し
な
が
ら
、
来

庁
者
や
職
員
に
対
す
る
感
染
症
対

策
の
徹
底
に
努
め
て
い
く
。

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

第
５
波
に
お
け
る
救
急
体
制
に

つ
い
て

★
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

誰もが暮らしやすい街づくりへ

障がい者スポーツと、文化芸術推進

　
西
都
城
駅
構
内
の
視
覚
障
害

者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
に
つ

い
て
。　

　
西
都
城
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
が

所
有
さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
り
、

同
社
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
駅
構

内
1
階
部
分
に
は
、
設
置
さ
れ
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
と

し
て
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の

合
理
的
配
慮
や
都
城
市
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
て
い

く
。

　
本
市
が
目
指
す
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

　
障
が
い
者
、
高
齢
者
、
妊
婦

や
子
ど
も
連
れ
の
人
な
ど
が
社
会

生
活
を
す
る
上
で
、
新
し
い
バ
リ

ア
が
生
じ
な
い
よ
う
、
配
慮
さ
れ

た
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
、
住
民
の
利
便
性
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
、
伺
う
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
等
の
国
に

お
け
る
カ
ー
ド
の
利
活
用
に
つ
い

て
迅
速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

本
市
独
自
の
活
用
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
本
市
に
は
、
主
な
ス
ポ
ー
ツ

団
体
が
４
団
体
あ
り
、陸
上
競
技・

水
泳・ボ
ウ
リ
ン
グ・バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
卓
球
・
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
等
に
取
り
組
ま
れ
、
県
の

大
会
へ
参
加
す
る
た
め
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
又
、
ス
ポ
ー
ツ
に

触
れ
合
い
、
興
味
を
持
つ
機
会
の

提
供
を
目
的
と
し
て
、
県
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
連
携
し
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
等
を
開
催
し
支
援
し

て
い
く
。

　
文
化
芸
術
の
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
た
上
で
開
催
で
き
て
い
る
コ
ン

サ
ー
ト
等
も
あ
る
が
、
文
化
合
宿

は
令
和
３
年
4
月
以
降
も
実
施
さ

れ
て
い
な
い
。
又
、
文
化
団
体
の

皆
様
が
活
動
発
表
の
場
を
奪
わ
れ

る
な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
、
文
化

芸
術
が
持
つ
力
を
多
く
の
人
に
伝

え
る
べ
く
、
市
民
の
皆
様
と
少
し

ず
つ
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
。

★
厳
し
い
業
種
へ
の
支
援
策

都城市の抱える課題について
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
。

　
現
在
６
１
８
名
、
高
齢
者
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
１
０
０
％
に

近
く
、
若
い
世
代
の
感
染
が
増
え

て
い
る
。
今
後
は
職
域
単
位
で
の

サ
ポ
ー
ト
を
図
っ
て
い
く
。

　
児
童
・
生
徒
の
学
力
の
向
上

を
図
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
。

　
秋
田
、
福
井
、
石
川
県
が
上

位
で
あ
り
、
全
国
と
の
差
が
あ
り

市
内
平
均
も
県
を
下
回
っ
て
お
り

今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業
、
小
中

一
貫
学
力
向
上
指
定
研
究
事
業
を

進
め
て
い
く
。

　
保
護
司
の
現
状
に
つ
い
て
。

　
定
数
は
90
名
で
現
在
４
名
不

足
の
状
況
で
あ
る
。
市
の
補
助
金

も
あ
り
、Ｐ
Ｒ
と
し
て
広
報
紙
や
、

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
る
。

社　民
福島 勝郎

無会派
杉村 義秀

公明
佐藤 紀子

太陽の会
神脇 清照

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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市議会だよりNo.30
（令和3年8月10日発行）に
対するご意見

◀
点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い

市議会だよりNo.31に対するご意見を
お聞かせください

皆様からいただいた市議会及び行政に対するご意
見につきましては、今後も政策立案、政策提言等に活
かしてまいります。
また、行政に対するご意見・ご要望につきましては、

市の各担当部署にも連絡いたします。

●�みやこのじょう市議会だよりは、お隣の曽於市の議会
だよりに比べ、議員の質問内容も簡略化されています。
ページ数も議員数の少ない曽於市の方が、はるかに多
く読み易く分かり易いです。一人一人の議員の皆さん
の努力を市民に伝えるため、市議会だよりのより一層
の工夫をお願いします。
⇒�　ご指摘の通り、曽於市の市議会だよりはページ数
も多く、一般質問の人数も本市と比較し半数ほどで
す。
　�　本市の市議会だよりは、以前と比べページ数を増
やし文字を大きくする等、見やすくなるよう、工夫
を重ねてきました。
　�　今後も、市民の皆様に分かりやすい議会だより作
成を目指してまいります。

本市における屋外焼却の状況について
　
屋
外
焼
却
に
は
ど
の
様
な
も

の
が
あ
る
の
か
。

　
通
報
内
容
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク

積
み
で
の
ご
み
の
焼
却
や
野
焼
き

状
態
で
の
ご
み
の
焼
却
で
庭
や
畑

の
草
や
剪
定
枝
な
ど
が
あ
る
。

　
屋
外
焼
却
に
対
し
て
市
は
ど

の
様
な
対
応
を
行
う
の
か
。

　
現
場
に
て
屋
外
焼
却
禁
止
を

チ
ラ
シ
で
説
明
の
上
、
火
を
消
し

て
頂
く
様
お
願
い
し
て
い
る
。

　
屋
外
焼
却
の
指
導
に
対
し
て

市
民
か
ら
ど
の
様
な
反
応
が
あ
る

の
か
。

　
「
屋
外
焼
却
の
禁
止
を
知
ら

な
か
っ
た
」「
昔
は
良
か
っ
た
の

に
」「
で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
」
な
ど
が
あ
る
。

　
屋
外
焼
却
に
対
す
る
苦
情
は

ど
の
様
な
状
況
な
の
か
。

　
過
去
3
年
間
で
２
４
９
件
あ

り
年
々
増
加
を
し
て
い
る
。

　
国
の
法
律
や
市
の
環
境
保
全

条
例
で
例
外
を
除
き
廃
棄
物
の
焼

却
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
市
民
へ

の
周
知
を
徹
底
し
て
頂
き
た
い
。

★
本
市
の
介
護
福
祉
の
状
況

★
公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

2050年カーボンニュートラルに向けて
　
世
界
各
地
で
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
に
よ
る
気
候
変
動
で
大
規
模

災
害
が
起
き
て
い
る
。
市
長
は
気

候
変
動
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

る
か
。
ま
た
、
対
策
の
基
本
的
考

え
方
に
つ
い
て
問
う
。

　

常
に
危
機
感
を
持
っ
て
お

り
、
対
策
は
、
国
、
県
と
連
携
す

る
。
国
民
一
人
一
人
の
意
識
が
大

事
で
あ
り
、
啓
発
し
て
い
く
。

　
国
は
、
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略

を
打
ち
出
し
た
が
、
ど
の
分
野
に

注
目
し
、
事
業
化
す
る
の
か
。

　
国
の
補
助
金
等
を
調
査
し
た

上
で
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
や
農

畜
産
業
・
各
種
製
造
業
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
等
を
考
え
る
。

　
都
城
市
も「
２
０
５
０
年
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ

ロ
を
実
現
す
る
取
り
組
み
を
策
定

し
て
、
宣
言
を
判
断
し
た
い
。

★�

地
区
体
育
館
及
び
早
水
公
園
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
弓
道
場
に

つ
い
て

★
市
道
整
備
と
管
理
に
つ
い
て

進政会
中田 悟

一心会
黒木 優一

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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▶︎
点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い

議員研修が開催されました

本市で初めての、議員がつくった条例の成立
【都城市空家等の適正管理に関する条例】

※QRコードをスマートフォン等のアプリで読み込むと各ページが開きます。

▶︎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▶︎
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

▶︎
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

み
や
こ
の
じ
ょ
う

※�傍聴に際しては、私語は謹み、携帯電
話は電源を切るか、マナーモードにする
など、当日お配りする「傍聴上のお願い」
をお守りください。

　本会議の模様は、ＢＴＶ
ケーブルテレビの１２１チャ
ンネルで、中継放送および
録画放送（当日午後８時～）
を行っています。
　また、YouTubeの都城市議会公式チャンネルで
動画配信を行っています。
※下記ＱＲコードからYouTubeにアクセスできます。

令和３年12月定例会開催予定

※�日程はあくまでも予定であり、都合により変更となる場合があります。

〒885-8555 宮崎県都城市姫城町6街区21号
TEL（0986）23-7869　FAX（0986）25-7879
E-mail：gikai@city.miyakonojo.miyazaki.jp都城市議会

お問い合わせ

都城市ホームページ http://www.city.miyakonojo.miyazaki.jp

宮崎県の新型コロナウイルス感染症状況を10月初旬時
点で見ると、感染確認の数は８月中旬のピーク時の158
人から大幅に減少し一桁台となっております。ただ、これ
から冬に向け新たな感染拡大も心配されており、マスク
着用や手指消毒など感染防止の基本行動はしばらくの間
継続していく必要があるようです。
都城市議会本会議の「YouTube」による生中継と録画
放送が９月議会から本格運用になりました。スマートフォ
ンをお持ちの方は、いつでもどこでも本会議の様子を視
聴することができます。また、ケーブルテレビによる当日
の生中継と当日の録画放送は継続されます。一般質問や
採決の様子を視聴いただき議会に対する遠慮のないご
意見をお寄せください。

編集委員

感染症対策のため、開催日当日、市役所５階の
議会事務局で受付と検温をお願いしています。

森　　りえ　　　福島　勝郎　　　神脇　清照　　　筒井　紀夫
広瀬　功三　　　赤塚　隆志　　　中村千佐江　　　岩元　弘樹

編集後記

本会議・委員会の傍聴案内

11月 25日　　開会・本会議 　 ８日 一般質問　　
12月 ２日 一般質問 ９日　委員会審査

　 ３日 一般質問　 　 10日 委員会審査
　　 ６日 一般質問　　 　 14日　本会議・閉会
　　　　７日 一般質問　　

本市において空家等の適切な管理に関する条例が
必要であると考え、２年間にわたって審議会で検討
し、この９月議会で条例が成立しました。
空家についての情報提供や、所有
者の同意がなくとも必要な最低限度
の範囲で市は緊急安全措置を行うこ
とができる条例です。
【施行日：令和４年４月１日】

７月29日（木）、本会議場にて宮崎県市議会議長会
議員研修会が開催されました。帝京大学教授　中西
穂高様を講師に迎え、『テレワークと地域活性化』を
テーマに約２時間の講話を聴きました。
地方のテレワーク戦略について、具体的な事例をも
とに説明があり、質問を行いました。
コロナ感染症拡大防止のため、オンラインで行われ、
県内各市の市議会議員がそれぞれに受講しました。


